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はまかぜ

山田町の皆さん、当院へのご支援ありがとうございます。今年度も病院機能

の充実を図り、住民の健康を守ってゆきたいと考えています。

あの未曽有の東日本大震災から１１年３か月、そして災害に強い病院として

現在地に県立山田病院が再建されて５年９か月ほど経過いたしました。その間

には外科の平泉副院長や腎臓専門医の齊藤医師の退職があり、さらに新興感染

症（新型コロナウイルス）の世界的流行など様々な困難がありました。しかし

皆様の御協力を得て病院機能を維持し、また重大な感染症事故なども発生せず

現在に至っています。

令和3年度から救急専門医の鈴木宏昌医師、令和4年度から阿部和幸医師が赴

任され現在常勤医師４人となりました。常勤医の平均年齢が若返り、病院の活

力がアップしたようです。阿部和幸医師は経験豊富な呼吸器内科医であり、岩

手県立中部病院では多くの新型コロナウイルス感染症診療にも従事しておりま

した。うれしいことに岩手県では岩手医大地域枠や医療局、市町村の奨学金養

成医師を中心とした医師不足地域への医師派遣、配置が進むようになりました。

現在は県立宮古病院初期研修医も当院で研修中です。

当院は平成２９年度に第三者機関にて行う診療の質の評価（病院機能評価）

を受審し平成３０年４月６日に認定を受けています。今年度はその更新時期と

なっており、職員全員で鋭意準備を進めております。また新型コロナウイルス

感染症の収束またはストレスのない共存を目指して、４回目のワクチン接種も

準備を進めています。ところで新型コロナウイルス感染症患者の受け入れ病床

の確保やワクチン接種対応に係る補助金等もあり令和３年度県立病院等事業会

計決算にて当院は黒字病院となりました。これからも今以上の診療の充実に向

けた取り組みを推進してまいりますので、ご支援継続をお願い申し上げます。



はじめまして、阿部和幸です。

4月より山田病院で勤務しています。

毎週水曜日診療応援で宮古病院にもお邪魔しています。

前任は岩手県立中部病院でした。山田町は北上市より

気候的に穏やかで、住み心地の良い毎日です。専門は、

内科全般になりますが、特に呼吸器分野が得意ですの

で、呼吸苦、咳嗽、息ぎれなどがある方は、お気軽に

ご相談ください。コンパクトな病院ですので、より親

身になった医療を提供できるよう努めてまいります。

一生懸命頑張りますので、よろしくお願いします。

内科医長

阿部和幸医師着任あいさつ

ふれあい看護体験

新型コロナウイルス感染症拡大の為、中止していた

「ふれあい看護体験」を３年振りに実施し、中学生から

高校生まで12名が参加しました。

血圧測定や車椅子、ストレッチャー移送、また、感染症

対策で着用する防護具の着脱などを体験しました。看護

師との意見交換会では、看護の仕事や命の大切さについ

て理解と関心を深める機会となりました。

よろしく

お願いします！



   日時：毎週水曜日14時～・15時～（1日2名まで予約制）

    1）糖尿病専門医師が診察後、フットケア外来の予約をお取りします。

    2）当日は予約時間の10分前までに内科外来へお越しください。

フットケア外来のご紹介

～フットケア外来までの流れとケア～

    3）糖尿病療養指導士とフットケア研修を修了した看護師が共同し、
　　　足の状態の観察方法や爪切り等のセルフケア方法の指導と、
　　　足病変予防に対しての生活改善の相談や指導を行います。

   対象：当院に通院中の糖尿病治療を受けている患者さんで
         　   糖尿病専門医師からケアが必要と診断された方

糖尿病「足」なぜケアが必要なの？

高血糖は、からだの抵抗力を弱くするので、傷口が化膿しやす

くなったり、傷の治りも遅くなります。これらのことは、から

だ全体にあてはまる事ですが、「足」は手などに比べて目にふ

れる機会が少ない事から、糖尿病の人は特に「足」の手入れに

配慮が必要となります。

わたしたちが担当しています。お気軽にご相談ください！
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